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深圳における越境通学者の発生要因と現状

柴　田　陽　一

　本稿は、愛知県立大学の教養教育科目「グローバル学術交流」（オムニバス

形式）の一回として、2020年11月に筆者が行った講義内容を基にしている。

同様の内容は、2018年３月の日本地理学会2018年春期学術大会（於東京学芸

大学）と2020年11月の愛知県立大学大学院国際文化研究科の合同ゼミ「多様

性のフィールド学」でも口頭発表した。本誌の性質を考慮するなら、文章を常

体に直すべきかもしれないが、講義の雰囲気を損なわないように敬体のままと

することにした。

Ⅰ　はじめに─境界で区切られた深圳と香港─

　深圳という都市の名前を、みなさんは聞いたことがあるでしょうか。中国広

東省の深圳市は香港特別行政区に隣接し、1978年に始まる改革開放政策の中

でいち早く経済特区に指定された都市として、中学校や高等学校の地理教科書

でも必ず言及されています。「圳」という漢字は日本で余り使わないことから、

日本のメディアでは「深セン」と表記されていることも多いでしょう。広東省

宝安県を母体として、新たに深圳市が設立されたのは1979年３月のことです。

翌1980年８月に経済特区に指定された後の深圳の急速な発展は、1979年当初

は約31万人であった人口が2018年に1300万人を超えたことによく表れていま

す1）。現在の深圳市を訪れると、摩天楼が立ち並ぶ景観に圧倒されるに違いあ

りません。ハイテク都市、中国のシリコンバレー、ドローン（UAV）の一大

生産地として、深圳の名前を聞いた人もいるかもしれません。

　まず、写真１を見てください2）。この写真は地下鉄の深圳湾公園駅付近の海
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岸から南西方向を写したものです。右側に深圳、中央に2007年７月に通行可能

となった深圳湾公路大橋、左側に香港が写っています。深圳側に南山区の高層

ビル群が見えるのに対し、香港側は山ぐらいしか見えませんが、もう少し左側

（つまり方角としては南）まで写すことができれば、元朗区の高層ビル群を目

にすることができます。

　イギリスの植民地であった香港が中国に返還されたのは1997年７月です。

それ以後、香港は中国の特別行政区と位置づけられ、いわゆる「一国二制度」

が施行されています。この制度に基づき、2047年までは「高度な自治」が認

められ、資本主義システムが継続して採用されることになっていますが、近年

は「中港融合」政策を進める中国政府の締め付けがきつくなり、逃亡犯条例改

正案の撤廃や普通選挙の実現を含む「五大目標」の達成を目的とするデモが発

生しました。それに対し、中国政府が2020年７月に香港国家安全維持法を施

行し、その後、違法集会を扇動したなどとして民主活動家が相次いで逮捕され

たことは、日本のニュースでも盛んに報道されていました。香港はいま「自

由」の危機に直面しているように思われます。

　しかしながら、少し前にさかのぼれば、香港は中国本土よりも相対的に「自

由」でした。中国人であるよりも香港人である方が、将来に大きな可能性が開

けると考えられていました。そして、深圳と香港は隣接しながらも、両都市間
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には明確に境界（borderもしくは boundary）3）が存在し、人や物の移動はコン

トロールポイント──深圳側では「口岸」、香港側では「管制站」と言います

──で管理され、結果として異なる世界が広がっています。例えば、言語的に

は、深圳は普通話と簡体字、香港は英語・広東語と繁体字です。ただし、深圳

は中国各地から流入してきた人が多くいるので普通話がメインですが、広東語

を話す人も多く住んでいます。パスポートの種類とその効力も、中国と香港で

は違いがあります。香港パスポートによりビザなし、または到着ビザで入国で

きる国の数は、中国パスポートの２倍以上です。通貨も深圳は人民元（CBY

もしくは RMB）ですが、香港は香港ドル（HKD）です。Google Public Data 

Explorerによると、2017年の一人当たり GDPは中国が8,759米ドルに対し、香

港が46,225米ドルで５倍以上の開きがあります（ちなみに日本は38,331米ド

ル）。両都市を比べると、他にも多くの違いがあります。したがって、深圳と

香港間の境界は国境とは言えませんが、国境に準ずるものと考えてよいでしょ

う。

Ⅱ　越境通学という現象への注目

　このように境界で区切られた深圳と香港という両都市をめぐっては、さまざ

まな興味深い問題が生じているのですが、本稿は深圳から香港へ越境通学して

いる子どもに注目します。というのは、日本と同じく、中国でも香港でも小学

校と中学校（中国語では初級中学と言います）の９年間が無償で受けられる義

務教育です。つまり、小学校や中学校の教育は、政府が住民に提供している公

共サービスであるわけです。

　にもかかわらず、香港返還時には500人程度であった越境通学者（中国語で

は「跨境学童」「跨境児童」「深港学童」などと言います）の数は、2017‒2018

年度には３万人近くとなりました。なぜこんなにたくさんの越境通学者が発生

したのでしょうか。その時期はいつからなのでしょうか。彼らの通学方法はど

のようなものなのでしょうか。越境通学をめぐって他にどのような問題が生じ

ているのでしょうか。

　越境通学という現象については、管見の限りでも、既に多くの論文（Lo 
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2006; Leung 2012a, 2012b, 2017; Chan 2017; Chan 2018）4）や総説（Xu 2018）5）が発

表されています。ただ、ほとんどの論文や総説は発表された時期がやや古いた

め、最新の動向までフォローされているとは言えません。例えば、2017年に

深圳市はそれまでの方針を変更し、同市に居住する香港居住権を持つ子どもも

公立学校で無償の義務教育を受けられるようになりました。このことは越境通

学者の数に影響を与える可能性があるでしょう。また、2017年の『東洋経済

オンライン』に掲載された「中国本土から香港に通う子供たち」（宮崎 2017）

をはじめとして、日本語・中国語・英語で書かれたさまざまなネット記事の中

にも、非常に示唆的な内容を含んでいるものがあります。

　本稿は、こうした各種の文献に加えて、2017年８月に行った現地調査に基

づき、上記の問いを検討していきます。その上で、越境通学という現象が深圳

と香港双方にとって、いったいどのような意味──メリットとデメリットなど

──があるのかについて、両都市を区切る境界の作用に注目して考えてみたい

と思います。

　ところで、2020年11月20日にバイ・シュエ（白雪）監督6）の「THE CROSSING

─香港と大陸をまたぐ少女─」7）という映画が日本で公開されました。2018年

に製作されたもので、原題は「過春天（過ぎた春）─THE CROSSING─」と

言います。ちなみに「過春天」という言葉は、主人公がかかわることになる密

輸団が「商品が無事通関を通った」ことを表す隠語として使われています。

　主人公のペイペイ（佩佩）は香港人の父と中国人の母を持ち、深圳から香港

へ越境通学している16歳の高校生です。主人公は香港で生まれたため香港居

住権を持っていますが、現在は母親と二人で深圳に暮らしています。というの

も、かつて香港と深圳を往き来するトラックドライバーであった父親が深圳に

出稼ぎに来ていた母親と出会って主人公が生まれたわけですが、両親は結婚し

ていません。父親は香港で別の家族を持っており、母親は深圳での愛人という

位置づけです。しかも、母親はふだん麻雀の勝負で生計を立てており、娘には

無関心です。そういう複雑な家庭環境にあるために、主人公は心のよりどころ

を探しているわけですが、その過程で「一国二制度」下に置かれている深圳と

香港との関税の違いを利用したスマートフォン（iPhone 6）の密輸にかかわっ
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ていくことになります。

　「過春天─THE CROSSING─」は2019年３月の第14回大阪アジアン映画祭

で「来るべき才能賞（Most Promising Talent Award）」を受賞しましたが8）、そ

の理由は「地理的、政治的な境界、人と人との境界、私たちの内や外にある

様々な境界。多文化社会の中で、子どもから大人へと未知の領域に踏み込んで

しまう少女の姿を、伝統的な構成と語り口を用いながらも、監督の新鮮な目線

で観客の目を釘付けにしました」9）と説明されています。また、バイ・シュエ

監督は最近のインタビューの中で、越境通学する子どもたちは「世界的にも珍

しい人たちではないでしょうか。彼女たちはさまざまな面で二重の環境や教育

から影響を受け、一人で二つの価値観を持っています」とか、「ボーダーで起

こる物語には個人的にとても心惹かれます。自然と衝突が発生するからです」

と述べています（新田 2020）。ここからも、越境通学という現象がさまざまな

意味での境界と密接にかかわる問題だということがよく分かると思います。

　映画の主人公のように片方の親が香港人で、もう片方の親が中国人である子

どもは「単非」の子どもと呼ばれています。しかし、越境通学者の大半は、両

親が中国人であるにもかかわらず、子どもだけ香港居住権を持っている「双

非」の子どもです。しかも、映画は「幼稚園児や小学生のお芝居を撮るのは難

しい」との理由から高校生を主人公としていますが（新田 2020）、2003年以

降（特に2006年以降）急増した「双非」の子どもの中で既に高校生や中学生

の年齢に達した者はまだそんなに多くありません。

Ⅲ　越境通学者の保護者へのインタビュー調査

　2017年８月の現地調査は、京都大学の小島泰雄氏を代表者とする科研費（基

盤研究B）「中国華南の地域構造の再編に関する地理学的調査研究」（課題番号
15H05169）を用いて実施しました。小島氏と筆者のほか、５人の日本の研究

者が調査に参加しました。日本人が中国で調査を実施するにはカウンターパー

トの協力が必要です。このときは広州市にある中山大学地理科学与規劃学院の

劉雲剛（Liu Yungang）氏と彼の研究室に所属するポストドクターや大学院生

たちに協力していただきました。
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母
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籍

父
母
職
業

居
住
地

子
ど
も
＊

1
学
校
名

学
校
所
在
地

通
学
方
法

深
圳
側

通
学
方
法

香
港
側

利
用
口
岸

通
学
費

（
毎
月
）

教
材
費

（
毎
学
期
）

A
双
非
（
深
圳
）
店
舗
経
営

羅
湖
区

和
平
茂
業

長
女
（
大

4 ）
、

［
長
男
（

10
・

小
4 ）
］

鳳
渓
第
一
小

学
＊

2
北
区
・
上
水

バ
ス
（
小

1 ～
小

3 ）
バ
ス

文
錦
渡

16
00
元
（
深
圳

側
）、

11
00
元

（
香
港
側
）

16
00
‒1

80
0 元

送
迎
（
小

4 ～
）
バ
ス

羅
湖

不
明

B
双
非
（
非
深

圳
）

海
産
物

羅
湖
区

立
新
花
園

第
一
子
、
第
二

子
、［
第
三
子

（
男
・

10
・
小

4 ）
］

鳳
渓
第
一
小
学
北
区
・
上
水

バ
ス

バ
ス

文
錦
渡
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00
元
（
前
年

は
16

00
元
）

18
00
元

C
双
非
（
父
不

明
、
母
深
圳
）

不
明

羅
湖
区

深
圳
小
学
校
付

近

長
男（

7 ・
小

1 ）
、［
長
女
（

5 ・
幼

2 ）
］

鳳
渓
幼
児
園

北
区
・
上
水

送
迎

バ
ス

羅
湖

数
百
元
（
香
港

側
）

10
00
元

D
双
非
（
非
深

圳
）

売
店

羅
湖
区

南
海
中
心

第
一
子
、
第
二

子
、［
第
三
子

（
8 ・
小

2 ）
］＊

3

上
水
の
幼
稚
園
北
区
・
上
水

送
迎

バ
ス

羅
湖

90
0 元
（
香
港

側
）

70
0‒

80
0 元

E
双
非
（
深
圳
）
ア
パ
レ
ル

羅
湖
区

東
門
天
下

長
男
、［
長
女

（
10
・
小

5 ）
］

香
海
正
覚
蓮
社

仏
教
正
覚
蓮
社

学
校

北
区
・
粉
嶺

バ
ス

バ
ス

文
錦
渡

不
明

不
明

送
迎
（
小

3 ～
）
バ
ス

羅
湖

15
00
元
（
香
港

側
）

F
双
非
（
父
非
深

圳
、
母
深
圳
）

夫
：
ア
パ
レ

ル
、
妻
：
携
帯

ア
ク
セ
サ
リ

羅
湖
区

東
門
中

長
男
（
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・
中

2 ）
、［
次
男
（

9 ・
小

3 ）
］

香
海
正
覚
蓮
社

仏
教
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覚
蓮
社

学
校

北
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粉
嶺

送
迎

バ
ス

羅
湖
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00
元
（
香
港

側
）
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百
元
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双
非
（
深
圳
）
夫
：
海
産
物
、

妻
：
看
護
婦
→

主
婦
（
長
女
出

産
後
）

羅
湖
区

蘭
亭
国
際
名
園
長
女
（
中

２
）、

［
次
女
（

10
・

小
5 ）
］、
［
三
女

（
7 ・

小
2 ）
］、

［
長
男
（

4‒
5 ・

幼
2 ）
］＊

4

沙
頭
角
中
心
小

学
北
区
・
沙
頭
角
送
迎
（
次
女
：

～
小

2 ）
バ
ス

沙
頭
角

不
明

不
明

送
迎
（
次
女
：

小
3 ～
）

徒
歩

沙
頭
角

不
明

バ
ス（
次
女
：

小
4 、
三
女
：

小
1 ）

徒
歩（
次
女
）
沙
頭
角

75
0 元
（
深
圳

側
、一
人
分
）、

40
00
元
（
香

港
側
、
三
女

分
）

16
00
‒1

70
0 元

バ
ス（
三
女
）
沙
頭
角
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H
双
非
（
深
圳
）
夫
：
不
明
、

妻
：
カ
ル
フ
ー

ル
→
主
婦
（
長

男
出
産
後
）

福
田
区

嘉
福
花
園

［
長
男
（

10
・

小
5 ）
］、
［
次
男

（
7 ・
小

2 ）
］

大
埔
旧
墟
公
立

学
校
＊

5
大
埔
区
・
大
埔
送
迎
（
長
男
：

幼
～
小

3 ）
バ
ス

福
田

10
00
元
（
香
港

側
）

10
00
‒2

00
0 香

港
ド
ル

自
力
（
長
男
：

小
4 、
次
男
：

小
1 ～
）

電
車
＋
公
共

バ
ス

福
田

不
明

I
単
非
（
父
香

港
、
母
非
深

圳
）

夫
：
歯
医
者
、

妻
：
歯
医
者
→

主
婦
（
長
男
出

産
後
）

羅
湖
区

立
新
花
園
付
近
［
長
男
（

11
・

小
5 ）
］、
［
長
女

（
6 ・
小

1 ）
］

茘
枝
角
の
幼
稚

園
深
水
区
・
茘

枝
角

バ
ス
（
長
男
：

～
小

1 ）
バ
ス

文
錦
渡

60
0 元
（
深
圳

側
）、

16
00
元

（
香
港
側
）

14
00
元

大
埔
浸
信
会
公

立
学
校
、
太
和

の
幼
稚
園

大
埔
区
・
大
埔
送
迎
（
長
男
：

小
2 、
長
女
：

幼
1 ～
長
男
：

小
3 、
長
女
：

幼
2 ）

バ
ス

文
錦
渡

不
明

大
埔
浸
信
会
公

立
学
校

大
埔
区
・
大
埔
自
力
（
長
男
：

小
4 ）

電
車
＋
公
共

バ
ス

羅
湖

不
明

太
和
の
幼
稚
園
大
埔
区
・
大
埔
送
迎
（
長
女
：

幼
3 ）

送
迎

羅
湖

不
明

K
単
非
（
父
深

圳
、
母
香
港
）

ア
パ
レ
ル

羅
湖
区

東
門
付
近

［
長
男
（

10
・

小
4 ）
］、
［
長
女

（
8 ・
小

2 ）
］

荃
湾
商
会
学

校
＊

6
葵
青
区
・
青
衣
送
迎
（
長
男
：

小
3 ～
、長
女
：

小
1 ～
）＊

7

バ
ス

皇
崗

15
00
元
（
香
港

側
）

14
00
‒1

50
0 元

注
１
：

 香
港
居
住
権
を
持
つ
子
ど
も
は
［

 ］
で
示
し
、
香
港
に
越
境
通
学
し
て
い
る
／
い
た
子
ど
も
に
下
線
を
付
し
た
。
学
年
は

20
17
年
度
（
同
年

９
月
か
ら
翌
年

７
月
ま
で
）
の
も
の
で
あ
る
。
幼

１
～
３
は
幼
稚
園
の
年
少
・
年
中
・
年
長
を
指
す
。

注
２
：
幼
稚
園
は
香
港
の
鳳
渓
第
一
小
学
が
経
営
す
る
深
圳
の
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
。

注
３
：
香
港
居
住
権
を
持
つ
第
三
子
が
香
港
に
越
境
通
学
し
て
い
た
の
は
幼
稚
園
の
時
で
あ
り
、
現
在
は
自
宅
付
近
の
深
圳
人
民
小
学
に
通
っ
て
い
る
。

注
４
：
香
港
居
住
権
を
持
つ
長
男
は
現
在
、
深
圳
の
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
が
、
小

1 か
ら
香
港
に
越
境
通
学
す
る
予
定
で
あ
る
。

注
５
：
長
男
・
次
男
と
も
に
幼
稚
園
も
香
港
に
越
境
通
学
し
て
い
た
。

注
６
：
長
男
が
小

3 、
長
女
が
小

1 ま
で
深
圳
市
羅
湖
区
港
人
子
弟
学
校
に
通
学
し
て
い
た
。
幼
稚
園
も
深
圳
市
財
貿
幼
児
園
で
あ
り
、
越
境
通
学
で
は
な
い
。

注
７
：

 香
港
の
小
学
校
へ
の
転
校
に
伴
い
、
英
語
に
よ
る
教
育
に
付
い
て
い
け
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
長
男
・
長
女
と
も
に
敢
え
て
各
学
年
（
小

３
・
小

１
）
を
二
度
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

資
料
：

20
17
年
８
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

深圳における越境通学者の発生要因と現状

（
七
八
）
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　各研究者はそれぞれ別の研究テーマを持ち、別の調査を実施しました。小島

氏は農村、別の人は都市、さらに別の人は民族といった具合です。私は大学院

生の呉寅姗（Wu Yinshan）さん10）とペアを組み、越境通学者の保護者へのイン

タビュー調査を行いました。さらに、コントロールポイント（口岸）を訪ねて

施設の整備状況や越境する人びとの様子を観察したり、越境通学者のサポート

機関である NPOや、関連業者であるスクールバス会社や学習塾でも簡単なイ

ンタビュー調査を行いました。

　インタビュー調査の対象となる越境通学者の保護者は、闇雲に探しても見つ

かるものではありません。今回の調査では、深圳在住の呉さんの母親に協力し

ていただき、彼女の交友ネットワークを利用して探しました。結果として、母

親と旧知の関係であったり、知り合いの知り合いぐらいの関係にあったりする

計10人から話を聞くことができました。事例の代表性については問題なしと

は言えませんが、代わりに呉さんの母親との関係上、通常よりも立ち入った内

容まで話してもらうことができたのではないかと思っています。

　表１はインタビュー調査の対象者の情報をまとめたものです。父母戸籍の列

は、「単非」か「双非」かを示しています。先ほど触れたように、「単非」は片

方の親が香港人で、もう片方の親が中国人です。「双非」は両親が共に中国人

であることを意味しています。子どもの列は、どのような兄弟構成か、第何子

が香港居住権を持っているのか、第何子が越境通学しているのか、という情報

を示しました。通学方法（深圳側・香港側）、利用口岸、通学費の列に関して

は、子どもの成長や家庭の事情に伴って内容が変化した場合、そのことが分か

るようにまとめました。表１については、この後も何度も立ち返ることになる

と思います。

Ⅳ　越境通学者の発生要因

　続いて、越境通学者の発生要因を検討していきます。インタビューで聞き

取った内容や各種の文献から考えると、要因は大きく次の三つに分けられると

思います。一つ目は、中国政府が2015年まで推し進めていた一人っ子政策で

す。二つ目は、香港政府が2001年から中国人に対して適用した出生地主義で
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す。三つ目は、深圳と香港における教育費や教育の質の違いです。ここからは

三つの要因を順に検討していきます。

１　一人っ子政策

　まず、一人っ子政策は中国政府が1979年から2015年まで実施していた政策

です。人口抑制のために始めたわけですが、いろんな問題を引き起こした政策

でもあります。例えば、第二子が生まれてしまった場合、その子どもを戸籍に

入れないという問題が発生しました。公共サービスを受けることのできない

「黒孩子」と呼ばれる無戸籍者は約1300万人いると考えられています。また、

家の跡継ぎとなる男児を希望する夫婦が多く、胎児の性別鑑定をして女児の場

合は人工妊娠中絶をし、結果として人口のバランス、性比が大きく崩れてし

まったという問題も発生しました。つまり、結婚しようと思っても、男の人に

比べて女の人が明らかに少なく、お嫁さんの奪い合いになるというわけです。

　他にもいろんな問題が起きていますが、この原因は一人っ子政策が第二子以

降を出産した場合に課していた罰則にあると言ってよいでしょう。例えば、超

過出産費の徴収、社会養育費の徴収、医療費と出産入院費の自弁、さらには昇

給や昇進の停止などです。ただし、注意しておかないといけないのは、一人っ

子政策だからと言って全国一律どの家庭でも一人っ子しか不可というわけでは

ないということです。都市戸籍と農村戸籍、漢族と少数民族、さらには居住す

る地区などによって、出産規制は異なっていました。

　しかし、こうした罰則、なかでも特に年収の３～８倍とも５～10倍とも言

われる高額の罰金が存在したために、香港に隣接した深圳では、中国で第二子

を産んで罰則を受けるぐらいなら香港で産めばよいのでは、という考え方が出

てきたということが指摘できると思います。というのも、次節で述べるよう

に、香港で出産した子どもは香港居住権を得ることができ、両親の戸籍に入れ

る必要性がありません。つまり、第二子出産の罰則を受けずに済むわけです。

中国人妊婦による香港での出産は、いわば一人っ子政策の抜け道である言える

でしょう。

　表２は、2013年から2018年までの各年に生まれた子どものうち第一子、第



38

表２　深圳市における新生児の出生順位別の割合（2013‒2018年）

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
第一子 79.7 78.2 69.6 57.3 42.3 45.0

第二子 18.9 20.5 29.1 40.6 54.6 49.9

第三子以降 1.4 1.3 1.3 2.1 3.1 5.1

資料：『深圳統計年鑑』2015‒2019年の第三部分「人口和労働力」の「計劃生育情況」
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二子、第三子以降の割合を示したものです。2013年と2014年は、第一子が８

割弱、第二子が２割前後を占めていました。ところが、2015年10月に一人っ

子政策の廃止が決まると、ものの見事にと言ってよいと思いますが、2016年

に第二子の割合が40.6％に跳ね上がりました。一人っ子政策廃止を受け、子ど

もを産みたいと考えていた人たちが一気に子どもを産んだものと考えられま

す。2017年には第一子（42.3％）よりも第二子（54.6％）を出産した割合が上

回りました。この傾向は2018年も続いています。一人っ子政策の終焉をよく

表したデータだと言えると思います。

２　出生地主義

　次に、出生地主義（Jus Soli）です。日本のテレビやネットを見ていると、

アメリカ合衆国で出産した芸能人の子どもがアメリカ国籍を付与され、二重国

籍になったというようなニュースに接することがあると思います。それはアメ

リカ合衆国が自国の領域で生まれた子どもについては、出生地がアメリカであ

るとの理由からアメリカ国籍を付与する制度を採用しているからです。このこ

とは1868年に批准されたアメリカ合衆国憲法修正第14条で定められています。

世界全体で見ると日本・中国・韓国をはじめ大多数の国では血統主義を採用し

ているわけですが、アメリカ合衆国以外にも、カナダ・メキシコ・ブラジル・

アルゼンチンなど出生地主義を採用している国があります。

　同様に、香港でも実は条件付きで出生地主義が採用されています。2001年

７月19日に、日本で言うと最高裁判所に当たる香港終審法院（Hong Kong 

Court of Final Appeal）で、その後大きな影響を与えることになる「荘豊源案」

という、1999年４月に始まった裁判の判決が出ました。荘豊源（Chong Fung 
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Yuen）とは、1997年９月に香港で中国人の両親から生まれた男の子の名前で

す。彼に香港居住権を認めるかどうかをめぐって、香港基本法第24条１項の

「香港で生まれた中国公民に香港居住権を認める」の「中国公民」がいったい

誰を指すのかが争点となりました。判決の結果、この「中国公民」とは中華人

民共和国の国籍を持つ人を指すことが明らかとなり、彼に香港居住権が認めら

れました。要するに、中国国籍を持つ人が境界を越えて香港で子どもを産め

ば、その子どもには出生地主義が適用され、香港居住権が付与されることに

なったわけです。居住権を持つということは、義務教育、公的な医療制度、社

会保障制度を受ける権利があることを意味します。しかも、前節で述べた第二

子出産の罰則を受けることもありません。

　したがって、2001年７月20日以降、香港で子どもを出産しようとする中国

人妊婦が増えていくことになります。表３は、2001年から2019年までの香港

人妊婦と中国人妊婦から生まれた新生児数及びその割合を示したものです。
2001年以前も、両親のどちらかが香港人で、中国人と結婚して香港で子ども

が生まれた場合は香港居住権が付与されていましたので、映画の主人公と同じ

く「単非」の子どもは一定数いました。両親の組み合わせとしては、夫が香港

人で妻が中国人という例が圧倒的に多かったようです。表３の「中国人妊婦」

のうち「夫が香港人」の列がこれに該当し、2001年には総出生数の14.9％を占

めていたことが分かります。

　これに対し、両親とも香港人ではない「双非」の子どもについては、「中国

人妊婦」のうち「夫が中国人」の列を見ればよいのですが、2001年には1.3％に

過ぎませんでした。ところが、その後急激に存在感を増していきます。2006年

には「双非」の子どもは16,044人（24.4％）となり、「単非」の9,438人（14.4％）

を上回っただけでなく、総出生数の約４分の１を占めることになりました。

「双非」の子どもの割合はその後も上がり続け、2011年には実に総出生数の
37.4％に至りました。また、2008年から2011年まで中国人妊婦から生まれた新

生児が、総出生数の40％台であったことも注目されます。2001年から2012年

にかけて越境出産で生まれた「双非」の子どもは、212,516人（「夫が中国人」

と「その他」を合わせた数字）でした。
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表３　香港人妊婦と中国人妊婦から生まれた新生児数及びその割合（2001‒2019年）

年 総出生数 香港人妊婦
中国人妊婦

夫が香港人 夫が中国人 その他 小計
2001 48,219 40,409（83.8） 7,190（14.9） 620（1.3） N/A   7,810（16.2）
2002 48,209 39,703（82.4） 7,256（15.1） 1,250（2.6） N/A   8,506（17.6）
2003 46,965 36,837（78.4） 7,962（17.0） 2,070（4.4）      96（0.2） 10,128（21.6）
2004 49,796 36,587（73.5） 8,896（17.9） 4,102（8.2）    211（0.4） 13,209（26.5）
2005 57,098 37,560（65.8） 9,879（17.3） 9,273（16.2）    386（0.7） 19,538（34.2）
2006 65,626 39,494（60.2） 9,438（14.4） 16,044（24.4）    650（1.0） 26,132（39.8）
2007 70,875 43,301（61.1） 7,989（11.3） 18,816（26.5）    769（1.1） 27,574（38.9）
2008 78,822 45,257（57.4） 7,228（9.2） 25,269（32.1） 1,068（1.4） 33,565（42.6）
2009 82,095 44,842（54.6） 6,213（7.6） 29,766（36.3） 1,274（1.6） 37,253（45.4）
2010 88,584 47,936（54.1） 6,169（7.0） 32,653（36.9） 1,826（2.1） 40,648（45.9）
2011 95,451 51,469（53.9） 6,110（6.4） 35,736（37.4） 2,136（2.2） 43,982（46.1）
2012 91,558 58,359（63.7） 4,698（5.1） 26,715（29.2） 1,786（2.0） 33,199（36.3）
2013 57,084 51,587（90.4） 4,670（8.2）    790（1.4）      37（0.1） 5,497（9.6）
2014 62,305 56,281（90.3） 5,179（8.3）    823（1.3）      22（0.0） 6,024（9.7）
2015 59,878 54,312（90.7） 4,775（8.0）    775（1.3）      16（0.0） 5,566（9.3）
2016 60,856 55,877（91.8） 4,370（7.2）    606（1.0）        3（0.0） 4,979（8.2）
2017 56,548 52,214（92.3） 3,826（6.8）    502（0.9）        6（0.0） 4,334（7.7）
2018 53,716 49,733（92.6） 3,549（6.6）    434（0.8） N/A 3,983（7.4）
2019 52,856 49,115（92.9） 3,343（6.3）    393（0.7）        5（0.0） 3,741（7.1）
注１：（ ）内は総出生数に占める割合、N/Aはデータが存在しないことを指す。
注２： 中国人妊婦のうち、「夫が中国人」の列は、香港に居住していない中国人と香港に移り住

んで7年未満の中国人の両方を含んでいる。
注３： 中国人妊婦のうち、「その他」の列は、子どもの出生登録時に父親の情報を提示しなかっ

た中国人妊婦から生まれた新生児数である。
資料： 『香港統計月刊』2015年12月、2018年12月、2020年12月附載の「専題文章」（いずれも

「香港生育趨勢」に関する内容）
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　ところで、このような「双非」の子どもの増加に拍車をかけることになる制

度改革が2003年７月28日にありました。「港澳個人訪問計画（Individual Visit 

Scheme）」です。「港澳個人遊」や「自由行」とも言います。もともと、この

改革は SARSにより経済不況に陥った香港を回復させるために行われたもので

す。最終的には中国の49都市の住民が、香港と澳門へ「個人観光ビザ」で訪

れ、最大７日間滞在することが可能になりました。49都市の内訳は、香港や

澳門に隣接する広東省を除くと、直轄市と省都が大半を占めます。それ以前、

中国人はちゃんとしたビジネスの用事とか団体ツアーでしか、香港や澳門へ行
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くことはできませんでした。けれども、2003年の改革により、個人旅行で訪

れることができるようになったわけですから、きわめて大きな変化と言えま

す。その結果、2002年には638万人であった香港を訪れる中国人の数は、2013

年には4,075万人まで増加しました。これに伴って、中国人妊婦による越境出

産も増えていったわけです。

　多数の中国人妊婦が越境出産するようになると、香港では産婦人科や新生児

関連のビジネスが大きな利益を上げるようになりました。例えば、2005年９

月に香港の公立病院は、香港人以外の出産に対して20,000香港ドルの徴収を始

めました。2007年１月にはその額は39,000香港ドル（予約なしの場合は48,000

香港ドル）に値上げされています。にもかかわらず、表３が示すように、越境

出産は全く減っていません。この背景には、2003年７月から2007年１月にか

けて「港澳個人訪問計画」の適用地域が段階的に拡大されていったことがある

と考えられます。加えて、40億元規模と言われる仲介産業が存在し、越境出

産の手助けを行っていました。出生前診断を受けなかったり、ぎりぎりのタイ

ミングで越境して救急処置室に入院したりと、通常よりもリスクがあるのです

が、第二子出産により課せられる罰則を逃れることができ、しかも子どもに香

港居住権が付与される越境出産はとても魅力的だったようです。

　しかしながら、表３を見れば分かるように、2013年から「双非」の新生児

はほとんどいなくなります。この理由は、「双非」の子どもが余りにも多くな

り香港でいろいろな社会問題──本稿の主題である「双非」の子どもによる越

境通学もその一つです──が起きたために、香港政府が中国人妊婦の受け入れ

を停止したためです。流れとしては、まず、2011年４月に公立病院で中国人

妊婦の受け入れを停止し、続いて、2012年には35,000人のみ受け入れること

にしました。また、出産に当たって予約なしの救急医療サービスを使用した場

合は90,000香港ドルを徴収することにしました。そして、2013年から夫が香

港人である場合、もしくは一部の例外──例えば、父親が「単程証（One Way 

Permit Scheme）」により香港に来たものの、まだ香港の永久住民になっていな

い場合──を除いて、中国人妊婦の受け入れを完全に停止すると宣言しまし

た。この政策は「零双非政策」と呼ばれています。こうして、2013年１月以
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降、「双非」の子どもが香港で生まれるということは、まずなくなったわけです。

３　教育費や教育の質の違い

　三つ目の要因は、深圳と香港における教育費や教育の質の違いです。香港で

生まれた子どもは香港居住権を付与されますので、香港永久住民と同じ権利と

義務が発生し、義務教育を無償で受けることができます。これがあるからこ

そ、そして第二子を中国で産んで罰金を取られるぐらいなら、仲介業者を使っ

てでもどうにか越境して香港で出産する妊婦が後を絶たなかったわけです。

　香港居住権を持つ「双非」の子どもの場合、深圳に住んでいるのですが、深

圳の公立学校に通うには手続きが通常よりも厄介であります。さらに香港居住

権を持っているがゆえに、余計にお金を取られてしまうという状況にありま

す。したがって、深圳の公立学校に通った方が家から近くて通学時間が短くて

済むというメリットはあると思うのですが、それ以外には全くと言ってよいほ

どメリットが見当たらないという状況になっているわけです。

　深圳には香港人のための学校やクラスも存在しています。羅湖区にある深圳

市羅湖区港人子弟学校（2001年設立）と宝安区にある深圳東方香港人子弟学

校です。他にも、香港人の子どものためのクラスを設けている公立学校や私立

学校が９つ（福田区４、宝安区３、竜華区１、南山区１）あります。しかしな

がら、これらの学校やクラスは通常の公立学校と比べて、高い学費を払う必要

がありますので入学を避ける人が多いようです。深圳で香港人学校やクラスに

入るぐらいであれば、香港の学校に越境通学するという選択をする人が多いと

いうことになります。Ｋによりますと、長男が小３、長女が小１まで深圳市羅

湖区港人子弟学校に通わせていましたが、学費とスクールバス代が毎学期それ

ぞれ15,000元、2,000元かかり、それ以外にも教材費などの諸費用が必要であっ

たそうです。そのため、通学距離が遠くなろうとも、無償で義務教育を受けら

れる香港への越境入学に切り替えたとのことです。

　インタビューを行った保護者たちが口々に言うのは、中国と香港の教育には

次のような質の違いがあるということです。中国については、詰め込み式の授

業が行われ、大人数での教育が一般的であって、自分たちの子ども一人ひとり
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までしっかりと面倒を見てはくれない、マナーの教育も欠けている、などいろ

いろと批判的なことを言います。それに対し、自分たちが子どもを香港に通わ

せていることもあるとは思うのですが、香港は中国に比べると、自主性を尊び

自分で考える力を育てる教育をしてくれる、中国ほど大人数でのクラスではな

く、一人ひとりに目の届くような範囲の人数に抑えられていて、子どもの面倒

をちゃんと見てくれる。マナー的な面でも、中国より礼儀正しく衛生的で独立

心があり、時間を守るような、そんな子どもになるというようことを保護者た

ちはしきりに話します。

　Ｇは中国で生まれた第一子と香港居住権を持つ第二子以降が同居する家庭で

すが、インタビュー中に子どもたちが遊びに行ったすきを見計らって、保護者

が第一子と第二子以降の受けている教育が大きく異なることを繰り返し強調し

ました。保護者の実感としては、中国の学校よりも香港の学校が良いと考えて

いることが分かります。

　ここで付け加えておかないといけないのは、一緒に調査をした大学院生の母

親の交友ネットワークを使っているということもあって、計10人から割と詳

しい話を聞くことができたのですが、一方で時間が空いてないとか、いろんな

理由をつけて話をしてくれなかった人たちもいます。もしもこういう人たちに

も話を聞くことができていたならば、全然違った意見が出てくる可能性もあっ

たわけです。単に都合がつかなかったのではなく、語りたくなかった人たちも

いると思いますから、ここで紹介したような意見が全てではおそらくはないと

思います。しかし、子どもを香港に通わせている保護者としては、こういう感

覚を持っているようです。

　さらに、聞いたことがあると思いますが、中国では Googleは使えません。

この調査で中国に行ったときもそうですが、ふだん私は Gmailとか Googleカ

レンダーとか Google Mapとか、Googleのアプリをいろいろ使って暮らしてい

ますが、中国に行くときは Gmailに届くメールを Yahooメールに転送するよ

うに設定してから出かけます。というのは、Gmailに届いても中国では見るこ

とができないからです。正確に言うと、スマホを使って見ようと思えば見られ

るのですが、そうすると料金が高く付きますので、ホテルのネットにつないで
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メールをチェックしたければ Yahooとか中国でも使えるものに転送しておか

ないと、Gmailだけに頼っていたら見られなくなるし、返せなくなってしまう

ということがあります。

　このように中国では Googleも検索できなければ、Google Mapも使えないし、
Facebookや Twitterも全部使うことができません。しかし、香港では、少なく

とも現時点ではそれらが全て使えますので、そのような意味での情報の違いと

いうか、そのような自由度の違いというのも、香港と深圳を区切る境界を越え

るだけですけれども、厳然としてあるわけです。このことは強調しておいてよ

いと思います。

４　越境通学者数の増加

　本章の最後に、越境通学者数の変化に触れておきたいと思います。各種文献

に基づき作成した表４を見ると、2006‒2007年度から2016‒2017年度にかけて

越境通学者数が一貫して増加していたことが分かります。2007‒2008年度には
5,000人、2011‒2012年度には10,000人、2013‒2014年度には20,000人を超えま

した。当然ではありますが、2001年以降「双非」の子どもが増えるにつれて、

越境通学者数も増えてきたということが分かります。

　しかし、ピークは2016‒2017年度の28,659人で、それ以降は減少に転じてい

ます。幼稚園児を除いて、小学生と中学生・高校生の数に絞ると、2004‒2005

年度から2018‒2019年度まで増加を続けていましたが、2019‒2020年度に減少に

転じています。というのは、「零双非政策」により2013年から中国人妊婦の受

け入れをほぼ完全に停止したので、「双非」の子どもの供給源が絶たれてしま

いました。したがって、今後は何かしらの制度改革が行われない限り、「双非」

の子どもはほぼ増えることはなく、いなくなっていく一方だということです。

　実際、最近の『蘋果日報』に載った記事11）も、越境通学者数（幼稚園児を除

く）が2018‒2019年度にピークを迎えたものの、2019‒2020年度はマイナスに

転じたと報じています。今後、越境通学者数はさらに減っていくことが予想さ

れ、2030年頃には越境通学をめぐる問題はほとんど解消されているのかもし

れません。



45

表
４
　
香
港
へ
の
越
境
通
学
者
数
と
利
用
口
岸
（

20
01
‒ 2

01
9
年
度
）

年
度

総
数

幼
稚
園
児

小
学
生

中
学
生
・
高
校
生

利
用
口
岸

深
圳
湾

福
田

皇
崗

羅
湖

文
錦
渡

沙
頭
角

20
01
‒2

00
2

3,
49

0
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A

20
02
‒2

00
3

3,
57

0
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A

20
03
‒2

00
4

3,
46

0
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A
N

/A

20
04
‒2

00
5

3,
80

3 （
3,

07
0 ）

　
73

3 （
19

.3
）

 2
,5

89
（

68
.1
）

  
48

1 （
12

.6
）

N
/A

N
/A

N
/A

N
/A

N
/A

N
/A

20
05
‒2

00
6

4,
49

8 （
3,

53
6 ）

　
96

2 （
21

.4
）

 2
,9

98
（

66
.7
）

  
53

8 （
12

.0
）

N
/A

N
/A

N
/A

N
/A

N
/A

N
/A

20
06
‒2

00
7

4,
47

4 （
3,

67
7 ）

　
79

7 （
17

.8
）

 2
,8

78
（

64
.3
）

  
79

9 （
17

.9
）

N
/A

N
/A

N
/A

N
/A

N
/A

N
/A

20
07
‒2

00
8

5,
85

9 （
4,

40
3 ）

 1
,4

56
（

24
.9
）

 3
,4

66
（

59
.2
）

  
93

7 （
16

.0
）

N
/A

N
/A

N
/A

N
/A

N
/A

N
/A

20
08
‒2

00
9

6,
76

8 （
4,

98
8 ）

 1
,7

80
（

26
.3
）

 3
,9

10
（

57
.8
）

1,
07

8 （
15

.9
）

 2
39
（

3.
5 ）

1,
74

0 （
25

.7
）

  
45

4 （
6.

7 ）
3,

01
4 （

44
.5
）

  
19

9 （
2.

9 ）
1,

12
2 （

16
.6
）

20
09
‒2

01
0

8,
03

8 （
5,

35
7 ）

 2
,6

81
（

33
.4
）

 4
,0

90
（

50
.9
）

1,
26

7 （
15

.8
）

 5
12
（

6.
4 ）

2,
44

9 （
30

.5
）

  
41

6 （
5.

2 ）
3,

16
0 （

39
.3
）

  
33

2 （
4.

1 ）
1,

16
9 （

14
.5
）

20
10
‒2

01
1

9,
89

9 （
6,

11
3 ）

 3
,7

86
（

38
.2
）

 4
,5

75
（

46
.2
）

1,
53

8 （
15

.5
）

1,
04

6 （
10

.6
）

3,
34

9 （
33

.8
）

  
48

8 （
4.

9 ）
3,

52
3 （

35
.6
）

  
35

2 （
3.

6 ）
1,

14
1 （

11
.5
）

20
11
‒2

01
2

12
,8

65
（

7,
15

7 ）
 5

,7
08
（

44
.4
）

 5
,2

76
（

41
.0
）

1,
88

1 （
14

.6
）

2,
22

9 （
17

.3
）

4,
53

6 （
35

.3
）

  
22

3 （
1.

7 ）
4,

40
5 （

34
.2
）

  
43

0 （
3.

3 ）
1,

04
2 （

8.
0 ）

20
12
‒2

01
3

16
,3

56
（

8,
90

2 ）
 7

,4
54
（

45
.6
）

 6
,7

49
（

41
.3
）

2,
15

3 （
13

.2
）

3,
36

0 （
20

.5
）

6,
00

1 （
36

.7
）

  
71

2 （
4.

4 ）
4,

55
1 （

27
.8
）

  
61

9 （
3.

8 ）
1,

11
3 （

6.
8 ）

20
13
‒2

01
4

20
,8

71
（

11
,5

85
）

 9
,2

86
（

44
.5
）

 9
,0

81
（

43
.5
）

2,
50

4 （
12

.0
）

5,
20

2 （
24

.9
）

7,
78

5 （
37

.3
）

  
77

4 （
3.

7 ）
4,

95
8 （

23
.8
）

1,
02

8 （
4.

9 ）
1,

12
4 （

5.
4 ）

20
14
‒2

01
5

24
,9

90
（

14
,6

26
）

10
,3

64
（

41
.5
）

11
,7

74
（

47
.1
）

2,
85

2 （
11

.4
）

6,
73

7 （
27

.0
）

9,
02

1 （
36

.1
）

1,
06

2 （
4.

2 ）
5,

48
5 （

21
.9
）

1,
39

7 （
5.

6 ）
1,

28
8 （

5.
2 ）

20
15
‒2

01
6

28
,1

06
（

17
,6

99
）

10
,4

07
（

37
.0
）

14
,5

67
（

51
.8
）

3,
13

2 （
11

.1
）

7,
80

0 （
27

.8
）

9,
75

2 （
34

.7
）

1,
57

3 （
5.

6 ）
5,

78
1 （

20
.6
）

1,
82

6 （
6.

5 ）
1,

37
4 （

4.
9 ）

20
16
‒2

01
7

28
,6

59
（

20
,8

13
）

 7
,8

46
（

27
.4
）

17
,4

58
（

60
.9
）

3,
35

5 （
11

.7
）

7,
78

3 （
27

.2
）

9,
69

3 （
33

.8
）

1,
66

5 （
5.

8 ）
5,

87
6 （

20
.5
）

2,
33

8 （
8.

2 ）
1,

30
4 （

4.
6 ）

20
17
‒2

01
8

27
,9

09
（

23
,2

99
）

 4
,6

10
（

16
.5
）

19
,2

15
（

68
.8
）

4,
08

4 （
14

.6
）

7,
09

8 （
25

.4
）

8,
85

4 （
31

.7
）

2,
21

6 （
7.

9 ）
6,

05
5 （

21
.7
）

2,
45

7 （
8.

8 ）
1,

22
9 （

4.
4 ）

20
18
‒2

01
9

27
,7

86
（

25
,7

55
）

2,
03

1 （
7.

3 ）
20

,1
88
（

72
.7
）

5,
56

7 （
20

.0
）

6,
75

7 （
24

.3
）

9,
19

3 （
33

.1
）

1,
77

4 （
6.

4 ）
6,

42
9 （

23
.1
）

2,
47

2 （
8.

9 ）
1,

16
1 （

4.
2 ）

20
19
‒2

02
0

27
,0

54
（

25
,5

75
）

1,
47

9 （
5.

5 ）
17

,9
74
（

66
.4
）

7,
60

1 （
28

.1
）

6,
24

6 （
23

.1
）

9,
15

7 （
33

.8
）

1,
65

5 （
6.

1 ）
6,

83
6 （

25
.3
）

1,
99

8 （
7.

4 ）
1,

06
5 （

3.
9 ）

注
１
：
総
数
の
（

 ）
内
は
幼
稚
園
児
を
除
い
た
人
数
で
あ
る
。

注
２
：
幼
稚
園
児
、
小
学
生
、
中
学
生
・
高
校
生
、
利
用
口
岸
の
（

 ）
内
は
総
数
に
占
め
る
割
合
を
指
す
。

注
３
：

 20
19
‒2

02
0 年
度
の
総
数
、
小
学
生
、
中
学
生
・
高
校
生
に
は
、

20
18
年

10
月
開
通
の
港
珠
澳
大
橋
（

H
on

g 
K

on
g-

Zh
uh

ai
-M

ac
au

 B
rid

ge
）
を
利
用
し
た
越
境
通
学
者
数
（
順
に

97
、

79
、

18
人
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

資
料
：

 Le
un

g2
01

2a
; C

ha
n2

01
8;

 香
港
特
別
行
政
区
立
法
会
教
育
事
務
委
員
会

 ( L
eg

is
la

tiv
e 

C
ou

nc
il 

Pa
ne

l o
n 

Ed
uc

at
io

n)
, I

ss
ue

s 
re

la
te

d 
to

 c
ro

ss
-b

ou
nd

ar
y 

st
ud

en
ts

 a
nd

 e
st

ab
lis

hi
ng

 s
ch

oo
ls

 in
 

Sh
en

zh
en

 fo
r c

hi
ld

re
n 

bo
rn

 in
 H

on
g 

K
on

g.
 L

C
 P

ap
er

 N
o.

 C
B
( 4
) 9

25
/1

4-
15
( 0

6)
, 2

01
5.
［

ht
tp

s:
//w

w
w.

le
gc

o.
go

v.
hk

/y
r1

4-
15

/e
ng

lis
h/

pa
ne

ls
/e

d/
pa

pe
rs

/e
d2

01
50

51
1c

b4
-9

25
-6

-e
.p

df
］

; 香
港
大
学
社
会
科
学
学
院
睿
智
計
劃

 (
Ex

C
EL

3)
, 

Th
e 

si
tu

at
io

n 
of

 c
ro

ss
-b

ou
nd

ar
y 

st
ud

en
ts

 (
C

B
S)

. ［
ht

tp
://

w
w

w.
so

cs
c.

hk
u.

hk
/E

xC
EL

3/
w

p-
co

nt
en

t/u
pl

oa
ds

/2
01

5/
02

/2
-T

he
-s

itu
at

io
n-

of
-

C
ro

ss
-B

ou
nd

ar
y-

St
ud

en
ts

-C
SB

.p
df
］;

 香
港
特
別
行
政
区
政
府
教
育
局

 ( E
du

ca
tio

n 
B

ur
ea

u)
, T

he
 n

um
be

r 
of

 c
ro

ss
-b

ou
nd

ar
y 

st
ud

en
ts

 ( C
B

S)
 u

si
ng

 v
ar

io
us

 la
nd

-b
as

ed
 b

ou
nd

ar
y 

co
nt

ro
l 

po
in

ts
, w

ith
 a

 b
re

ak
do

w
n 

by
 c

la
ss

 le
ve

l. 
資
料
一
線
通

. ［
ht

tp
s:

//d
at

a.
go

v.
hk

/e
n-

da
ta

/d
at

as
et

/h
k-

ed
b-

cr
os

sb
ou

nd
-n

um
-c

bs
-v

ar
-la

nd
］

深圳における越境通学者の発生要因と現状

（
六
八
）



46

愛知県立大学日本文化学部論集　第12号　2020

（
六
七
）

Ⅴ　越境通学の方法とその問題点

１　口岸（コントロールポイント）

　図１は越境通学の舞台となっている深圳中心部と香港北部を示したもので

す。両都市は境界で区切られており、人や物の移動は７つのコントロールポイ

ントで管理されています。ところで、コントロールポイント（control point）は

香港側の呼び方です。漢字では「管制站」です。それに対し、中国側ではもと

もと港を意味し、現在では出入国審査場や国境検問所を意味する「口岸」とい

う言葉を用います。英語はポート（port）です。インターネットを検索すると、

他にもチェックポイント（checkpoint）やゲート（gate）という言葉で表現され

ている例も見つかります。以下では、越境通学者の居住地が深圳であり、私も

深圳で現地調査を行ったことから、口岸という言葉を使うことにします。

　2020年現在、図１の範囲には７つの口岸がありますが、それぞれの口岸が

設置された年代にはかなり違いがあります。一番古いものは、1887年４月に

設置された羅湖口岸（写真２）です。もとは九龍関と呼ばれていたようです。

その後、長期間にわたって羅湖口岸のみの時代が続きますが、改革開放以前に

文錦渡口岸（写真３）も設置されていたようです。それ以降は、1985年３月

に沙頭角口岸（写真４）、1991年８月に皇崗口岸（写真５）が開設されていき

ます。さらに21世紀に入ると、香港返還10周年に当たる2007年１月に深圳湾

口岸（写真６）、2007年８月に福田口岸が開設されました。

　福田口岸と羅湖口岸には、深圳側は地下鉄、香港側はMTR（Mass Transit 

Railway、港鉄）が通じています。いわば鉄道の結節点です。それに対し、文

錦渡口岸、沙頭角口岸、皇崗口岸、深圳湾口岸はトラックやバスなど自動車で

通過する口岸です。

　なお、現地調査を行った2017年８月当時は未開通でしたが、2020年８月に
 蓮塘口岸も供用開始となりました。写真７は建設中の蓮塘口岸です。左側に

写っている巨大な建築物が口岸として整備されるものと思われます。中央に

写っているフェンスと小さな川（深圳河）が境界の役目を果たしており、左側

が香港、右側が深圳です。小さな川を挟んで香港と中国が接していることがよ

く分かる写真だと思います。
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２　通学方法

　続いて、越境通学の方法とその問題点を検討していきたいと思います。まず

確認しておきたいのは、越境通学には自宅から口岸までの深圳側の移動、そし

て境界を越えて管制站から学校までの香港側の移動が必要だということです。

スクールバスとか公共交通機関とか自家用車とか徒歩とか、いろんな移動手段

が使われています。しかし、どうしても通学時間が長くなってしまいます。日
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写真８　深圳湾口岸の「跨境学童専用通道」 写真９　福田口岸の「学童験放区」

写真10　福田口岸の「出境学童集合点」

 写真11　 文錦渡口岸の「跨境学童接送車停
靠区」

深圳における越境通学者の発生要因と現状

（
六
四
）

本でも、もちろん遠くの小学校や中学校に通っていた人も中にはいると思いま

すが、基本的にはある程度狭い範囲で学区が設定されていたはずです。１時間

以上歩かないと小学校や中学校がなかったという人はまずいないのではないか

と思います。普通は２、30分くらいで行けるような距離に調整されているはずで

す。これに比べると、越境通学は通学時間がどうしても長くなってしまいます。

　写真８・９・10・11は私が撮影したものです。夏休みである８月に調査に

行ったものですから、子どもたちの姿を見ることはできませんでしたが、口岸

に越境通学者のためのいろんな施設が設けられていることが分かりました。写

真８は深圳湾口岸の越境通学者専用の通路が右側にあることを示した看板で

す。写真９は福田口岸の「学童験放区」を写したものです。中央に「学童験放

区」を開放する時間（6:30‒8:30、11:20‒12:30）が記されています。その右に

は保護者は立ち止まってください、暴れたり騒いだりしないように、柵を越え

ないように、という注意書きが書かれています。写真10は同じく福田口岸の
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「出境学童集合点」を写したものです。看板の前に割と広い空間があり、越境

通学者が集合して待機する場所として使われています。写真11は文錦渡口岸

付近に設けられている送迎スペースです。越境通学する子どもたちの送迎車が

停まる場所なので、証明書のない車は走らないようにと書かれています。

３　スクールバス会社

　越境通学を支える移動手段の一つであるスクールバスの会社は数多くありま

すが、サービス内容から「越境バス」と「当地バス」に大別できます。「越境

バス」は、バスから下車せずに越境できるもの（利用口岸は皇崗・文錦渡・沙

頭角）とそうでないもの（深圳湾）にさらに分けられます。

　一方、「当地バス」は羅湖や福田の口岸までの移動のみを扱うバスです。羅

湖と福田の口岸の香港側には、電車が通じていますので、電車に乗り継げばそ

こから先に行けます。これに対し、皇崗・文錦渡・沙頭角の口岸は、越境して

から車でないと先に行けません。したがって、どの口岸を利用するのかによっ

て通学方法が違うということです。

　香港特別行政区政府教育局のパンフレット「跨境学童交通安排須知」による

と、2014‒2015年度から2016‒2017年度にかけてバスの便数は増加傾向にあり

ました（2014‒2015年度は170、2015‒2016年度は207、2016‒2017年度は223）。

その後どうなったのかはまだ調査していませんが、もしかすると表４の越境通

学者の増減に応じて2018‒2019年度ぐらいをピークに減少しているのかもしれ

ません。

　越境通学には深圳側と香港側二段階の移動があるわけです。したがって、幼

稚園や小学校低学年の子どもの場合、スクールバスの利用を選択することが多

いようです。だんだん大きくなってくると公共交通機関や徒歩など、いろんな

手段で口岸まで自分でアクセスして、境界を越えてさらに学校まで行くという

子どもも増えてきます。中港通旅運有限公司の「中港通跨境学童校巴服務」と

いうパンフレットには、サービス範囲が詳しく書かれてあり、バスがどういう

場所を通るのかが分かるようになっています。香港の学校と提携しているよう

で、サービスを提供している学校のリストも掲載されています。学校によって
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利用口岸が違う点が興味を引きます。

　ところで、スクールバスの会社は乱立と言ってよいほど、たくさんありま

す。広告を色々見つけましたので、試しにいくつかのバス会社に電話してみま

した。そうすると、番号の違う会社に電話したはずなのですが、転送されて結

局同じ人につながるみたいなことがありました。電話の向こうの人も、「あれ、

また君か」という返しをしていました。広告にはたくさんのバス会社が書かれ

ていたわけですが、実は多くの会社は一本化されていて、元締めのような人が

いる印象でした。というわけで、このスクールバス会社の実態というものは、

まだよくわからないのですが、利用者からバス代を結構とりますので、このこ

とが越境通学する子どもたちの保護者には大きな負担となっていると思います。

４　通学先

　インタビュー対象者の通学方法と利用口岸との関係は実にさまざまなのです

が、口岸によって移動手段が違うことは指摘してもよいのではないかと思いま

す。文錦渡口岸は、基本的に深圳側もバスで香港側もバスです。羅湖口岸は、

深圳側は越境通学者が自分でアクセスしたり、保護者に送迎されてきたりし

て、香港側はバスや電車で学校に通うというケースが見られました。越境の仕

方に関しては、結構さまざまであるということが言えそうです。しかし、さま

ざまではありますが、口岸によって多少は通学方法に違いがあるということが

分かりました。

　図１は自宅と学校の位置や越境通学のルートを示したものです。例えばＧの

場合、自宅は蓮塘口岸あたりですが、そこから一番東の沙頭角口岸に行って、

境界を越えてすぐの学校に通っています。しかし、そうではない人もいまし

て、自宅は口岸の近くですが、境界を越えてから学校までが結構遠い人もいま

す。距離としては、多くのインタビュー対象者が住んでいる東門地区を中心に

２km、４km … 14kmの同心円を描いていますが、ものすごく遠いかって言わ

れるとそうでもないということが分かります。境界を越えた後も、学校まで電

車とかバスとかがありますので、乗り継いでいけば、無茶な通学距離であると

いうわけでは決してないわけです。だからこそ越境通学が成り立っているとい
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うわけです。空間的にはこういう形で理解できるのかなと思います。

　越境通学先の全般的な傾向としては、主に北区に集中していることを指摘で

きます。北区は香港特別行政区の最北に位置し、深圳に隣接した区です。深圳

との境界には羅湖口岸、皇崗口岸、文錦渡口岸、沙頭角口岸という４つの口岸

があり、MTR東鉄線（East Rail Line）が走り、粉嶺駅、上水駅、羅湖駅があ

ります。つまりは、中国大陸との玄関に当たる区と言えるでしょう。

　最近の『蘋果日報』の記事によると、北区には越境通学している中学生の
51.9％（3,942人）、小学生の36.8％（7,067人）が集中しており、それ以外は元

朗区、屯門区、大埔区を主な通学先としているとのことです12）。北区も含めこ

の４区は全て新界（New Territories）地区13）に属しています。

５　サポート機関・学習塾

　さて、これだけの数の越境通学者がいますので、いろんなサポート機関が存

在しています。写真12には「跨境学童服務中心」と書かれていますが、「服務」

はサービス、「中心」はセンターなので日本語としては「越境通学者サービス

センター」とでも言うべき施設です。このサービスセンターは深圳中心部に位

置する羅湖区（羅湖区跨境学童服務中心（総部））、南山区（跨境学童服務（深

圳南山）　跨境新力量計画）、福田区という三つの区にそれぞれ存在していま

す。サービスセンターは香港側が作った NPOであり、香港最大の慈善団体で

ある香港ジョッキー・クラブ（塞馬会）の資金援助を受けています。羅湖区婦

女聯合会と香港国際社会服務社との

共同（合弁機構）で2007年に羅湖

区港人家庭社工服務站を設立し、そ

の後2010年に羅湖区跨境学童服務

中心を開設しました。サービスセン

ターが主に行っている事業は越境通

学を考えている保護者たちへの情報

提供です。その他、越境通学者の保

護者たち、子どもたちのコミュニ
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ティー作りも行っています。また、サービスセンターの中には小さな部屋がた

くさんあり、そこで英語教室に加えて、美術教室や音楽教室を開いています。

児童活動室という遊戯スペースも設けられていました。あくまで副業という位

置づけのようですが、越境通学に当たって必要となる英語を教えたりして収入

を得ていると訪問時にいただいたパンフレットには書いてありました。

　少し落ち着いて考えればわかると思うのですが、香港は広東語を使う人が大

半です。しかし、深圳の方は広東語を話す人も多いのですが（深圳にもともと

住んでいる人や、広東省の別の地区から移り住んで来た人）、それと共に中国

の共通語（普通話）も話す人も多いわけです。また、深圳では、英語が全く分

からなくたって暮らしていけますが、香港ではそうはいきません。公用語の一

つである英語を使う必要がやはりあるわけです。したがって、越境通学する子

どもにとって、英語を人一倍勉強するというのがニーズとして存在していると

いうことになります。

　別の二つの系統のサポート機関にも訪れてみましたが、そちらも NPOでし

た。一つ目は、身心美跨境服務中心　深圳南山之家（2015年４月試運営開始）

です。訪問時に伺った話によると、このサービスセンターは香港身心美慈善基

金、屯門婦聯（香港の NPO、1976年成立）、深圳市南山区婦聯の三者が共同設

立したものだそうです。二つ目は、写真13の期望管理計劃（深圳）の 深圳市

懿路同行社会工作服務中心です。このサービスセンターは香港国際社会服務社

により2015年６月に設立されたものです。

　ここから分かるのは、サポート機関には近年の越境通学者数の増加に応じて
2015‒16年に設立されたものと、

もう少し老舗のものの２種類が

あるということです。また、サ

ポート機関から伺った話による

と、NPOであるサポート機関

とスクールバスや学習塾の会社

とは全く関係がないとのことで

した。
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　サポート機関とは別に、越境通学者向けの学習塾もたくさんあります。とい

うのも、深圳と香港には先に触れた英語だけでなく、簡体字と繁体字の違いが

あります。繁体字は香港や台湾で使われている難しい方の漢字です。したがっ

て、越境して勉強する子どもたちには、英語と繁体字という二つの負担がのし

かかることとなり、だからこそ学習塾のニーズがあるわけです。

６　通学費・教材費と「返回機制」

　次に越境通学の問題点ですが、一つは通常よりも長い通学時間です。特に小

さい子どもには負担が重くなっています。当然ですが、通学時間が長いという

ことによって、宿題が減るわけでもないし、人よりも時間をかけて通学して、

さらに宿題したり予習したりしないといけなくなってしまいます。また、通学

費が高いというのも問題です。『深圳統計年鑑2019』によると、深圳住民の平

均月収はだいたい8,000元ぐらいです。通学費のうち、特に高いのはスクール

バス代です。毎月1,600‒1,800元程度取られているという例があります（表１）。

もちろん会社によってはもう少し安いところもありますし、居住地区とサービ

ス内容により料金は異なりますが、総じて高めであると指摘できるでしょう。

したがって、スクールバスは使わずに保護者自身が口岸まで送迎するという人

もそれなりにいるということになります。

　また、香港の学校教育自体は無償ですが、教材費はそれなりに取られるよう

で、１年度２学期制ですが、毎学期1,500元程度かかるようです（表１）。それ

に加えて、香港の学校に通うとなると、香港や台湾で使う繁体字、さらに英語

を勉強する必要があります。しかも、深圳は中国各地から移り住んできた人々

により形成された都市なので、広東語を話せる人ばかりではありません。そう

いう中国の共通語（普通話）を使って暮らしている家庭の子どもの場合、香港

は広東語の世界なので、広東語を勉強して、繁体字を勉強し、英語も勉強する

という過酷な状況になってしまいます。したがって、勉強が大変だから学校だ

けでなく学習塾にも行くことになり、そうするとお金がさらにかさむというこ

とになります。けれども、そんなことをしてまでも、越境して出産した以上

は、やはり香港の学校に通わせたい気持ちが保護者たちにはあるようです。
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　ところで、2017‒2018年度から「返回機制」という政策がとられるようにな

りました。どういうことかと言いますと、2017‒2018年度から香港居住権を持

つ子どもも深圳戸籍の子どもと同様に深圳の公立学校へ通学可能になったわけ

です。手続きもややこしくなくなりました。お金も余計に徴収されません。し

たがって、実は越境通学を断念する子どもも出てきています。実際、Ｄは幼稚

園は香港に通わせていたものの、小学校は深圳に転校させたという例でした。

その母親がはっきり言ったのは、送迎があまりにもつらいということです。彼

女は専業主婦ではなく仕事をしている人でしたけれども、子どもの送迎により

仕事に差し支えが出るということで、そんなにしてまで香港に通わせる必要は

ないのではないかと思い出したそうです。せっかく高額の費用を払って香港で

子どもを産んだわけなので残念ではあるのだけれど、この制度を使って近くの

小学校に通わすことにしましたと話してくれました。さらに、一旦は香港居住

権を取得した子どもであっても、それを捨てて中国の戸籍を取得することも制

度的に可能になってきました。ということで、香港と深圳どちらの学校に行く

のかという問題が最近発生しているわけです。この状況を深圳と香港の差が以

前よりも小さくなっている証拠だとみなすこともできるでしょう。

Ⅵ　おわりに─越境通学が意味するもの─

　まとめに入っていきましょう。「越境通学が意味するもの」と副題を付けま

したが、深圳と香港双方にとって越境通学という現象がどのような意味を持っ

ているのかについて、特にメリットとデメリットについて考えてみたいと思い

ます。

　深圳側の保護者からすると、子どもの将来の可能性が広がるというのが大き

なメリットです。香港で子どもを産んで香港居住権を取らせるのは、最近はだ

いぶ厳しくなってきていますが、やはり香港の方が言論の自由があり、平等で

あるからです。海外渡航をするのも便利です。中国と香港のパスポートを比べ

ればすぐ分かりますが、香港のパスポートは外国に短い期間であればビザなし

で滞在することができる場合が多いです。けれども、中国の方はそうはいきま

せん。日本に来るにも、ビザが必要だったりするという違いがあります。要す
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るに、国際的な信頼とも関係しているわけですけれども、いろんな可能性が開

けるのは、現時点ではまだ香港です。その差はだんだん小さくなりつつありま

すが。そういうことがあって、香港で勉強して英語が話せて、そしてさらに海

外の大学に留学したりとかすると、どんどん可能性が広がっていくということ

です。あとは、いろんな公共サービスも、教育や医療、福祉に関しても、現時

点では香港の方が優れています。

　言うなれば、ある種のサバイバルゲームみたいなところもありまして、要は

一人目の子どもは中国にいるのですが、二人目は香港居住権を持たせて、そし

てどっちかの子どもが成功すればよいのではないかというような、まるで真田

家みたいな戦略を考えているようです。また、越境通学者数の増加により関連

産業に大きな利益が生み出されていることも見逃せません。スクールバスとか

学習塾とか、ある意味ガッポリ儲けている人も深圳にはいるわけです。他に

も、中国人を深圳から香港に送り込んでいるとも言えるので、越境通学は中国

化の手段なのだという解釈する人も中にはいるようです。

　しかし、デメリットももちろんあって、長い通学時間による身体への負担、

安全上の問題、家庭の経済状況により教育内容に差が生じること、そして深圳

でも香港でも「異質な他者」とみられ、いじめの対象になりかねないとか、中

国本土の文化の不受容により海外に出て行かざるを得ないとか、いろいろある

わけです。

　香港の方も、越境通学者数の増加により、スクールバスなどの関連産業は利

益を上げています。かつては病院や出産仲介業者もはびこっていまして、出産

ツアーが行われていたこともあります。デメリットとしては、香港人としての

アイデンティティの低下を招くのではないかと懸念されています。「双非」の

子どもが増えると、どうしても同質性がなくなります。あとは、教育の質低下

というのも結構重要で、香港に越境通学してくる子どもたちやその保護者たち

をイナゴ（蝗蟲）と呼んでいる人もいます。要は、彼らのことを邪魔者扱いし

ているというわけです。さらには香港の資源を投じて「双非」の子どもたちを

教育しても、中国本土で働かれては投資が無駄になってしまうのでは、という

考え方もあります。
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　というわけで、越境通学という現象は、公共サービスのエッジボールとも、

ビジネスともみなすことができるものであると考えます。本来、小学校や中学

校は義務教育なので公共サービスの一部分であり、利益を生む経済行為ではな

いはずです。けれども、この越境通学という実態が存在してしまっているとい

うことは、公共サービスの「エッジボール（擦辺球）」、つまり「法律や規定に

ぎりぎり抵触しない行為」「違法すれすれの行為」であると捉えることができ

ると思います。法や契約に規定がないからやっていいというわけです。

　しかしながら、さらに考えるならば、深圳と香港を区切る境界というものの

確定そして管理というものは、中国と香港（特別行政区）政府の政治行為です。

つまり、サック（Robert D. Sack）のいう「人間の領域性」（human territoriality）

とかかわる問題と言えるでしょう。「人間の領域性」は「地理的な区域を区切

る、ないしはそこへの管理を主張することによって、人々・現象・関係に影響

を与え、それらを統御しようとする個人・集団の試み」と定義されます。ま

た、領域性が行使される際には次の三つの要素があるとされます。すなわち、

①人やものに対してではなく区域を区分・分類する、②境界などを設定して、

領域があることを何らかの形で伝達する、③境界や領域によって行動への強制

がはたらく、の三つです（山﨑 2013: 68‒69）。

　領域性は人々の生活に大きな影響を与え、大きな意味で行動を規制するもの

になります。境界のこっち側と向こう側ではだいぶ違うということです。越境

移動の自由は制限されますし、移動に伴う、または戸籍による手続き、金銭負

担が発生します。権利も剥奪されます。なので、深圳と香港の間でこのような

問題が発生してしまっているっていうのは、中国と香港の社会システムの矛盾

を表すものとも思えますが、両政府は境界の透過性（permeability）を、高く

したり低くしたりというコントロールをしているわけです。しかも度々変えま

す。けれども、両政府によるコントロールはいつも後手に回る印象がありま

す。どうも後追い的な状況なのです。つまり民衆の方が先にいろいろと抜け道

を作ったり、さまざまな工夫をしてみたり、越境して出産をしてみたりとか、

越境して通学してみたりとか、いろんな事をした後で政府が対応していくとい

うことをずっと繰り返してきました。
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　それがなぜなのかと考えると、中国や香港双方の人たちにとって、特に一部

の人たちにとって大きなメリットというのがあったからなのではないかと思い

ます。ある種のビジネスとして成り立っていて、利益を得ている人たちがいる

わけです。だからこそ、無理に制度を変えたくないというところがコントロー

ルが後手に回る理由なのかなと思います。

　越境通学という現象とそれが引き起こした様々な問題は、国境に準ずる境界

で区切られた深圳と香港に住む人々が、境界のこっち側と向こう側で制度の差

があるがゆえに、それに翻弄されて生きているという状況をよく表したもので

す。世界広しと言えども、かなり特異な例だと言えるでしょう。
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注

１） 『深圳統計年鑑2019』によると、2018年末の深圳市常住人口は1302.66万人であり、そ
のうち戸籍人口が454.7万人、非戸籍人口が847.97万人である。深圳市統計局・国家統計
局深圳調査隊編『深圳統計年鑑2019』中国統計出版社、2019年。

２） 本稿で用いる写真は全て2017年８月に筆者が撮影したものである。
３） 境界（border）をめぐる近年の研究動向については、ディーナー＆ヘーガン（2015）や
岩下（2016）が非常に参考になる。

４） Leung（2012a）はWorld Academy of Science, Engineering and Technology (WASET) が発行
する、いわゆるハゲタカジャーナルに掲載された論文であるが、2001年以降に中国人妊
婦の越境出産が増加した理由をはじめ、2010年までの越境通学者をめぐる動向が整理さ
れており、Leung（2012b, 2017）と共に有用である。Chan et al.（2017）が掲載された
Social Transformations in Chinese Societies誌は Hong Kong Sociological Associationの機関誌
である。タイトルや要旨を見る限り、本稿と同じく境界に注目した興味深い内容だと考え
られるが、まだ入手できていない。

５ ） Xu（2018）が掲載された Encyclopedia of Education for Sustainable Developmentは、香港
大学のMaster of Education Programme in Comparative and Global Studies in Education and 

Development (CGSED) が作成したウェブサイトである。
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６） 新田（2020）によると、バイ・シュエ監督は1984年中国甘粛省蘭州市生まれ。６歳の
時に両親に連れられ深圳に移住し、18歳までそこで育つ。その後、2007年に北京電影学
院監督科を卒業、「THE CROSSING」は長編第一作目であるという。

７） 「THE CROSSING─香港と大陸をまたぐ少女─」ウェブサイト［https://www.thecrossing-

movie.com/］
８） 第14回大阪アジアン映画祭受賞結果一覧［http://www.oaff.jp/2019/ja/outline/prizes.html］
９） 前掲7）の COMMENTページ。
10） 呉さんには2016年８月の江門市での現地調査でも協力していただいた。同調査の結果
は柴田（2018）にまとめた。江門市中心部における学校間格差と度重なる学区再編が、子
どもを持つ住民たちの生活意識や心情にいかなる影響を与えているか、教育の機会均等を
掲げる制度と現実の違いとそれが生み出される原因は何か、についてインタビュー調査に
基づき論じたものである。

11） 「跨境学生人数十年来首下跌　北区最多」蘋果新聞2020年４月７日［https://hk.appledaily.

com/local/20200407/FFGGI3D5QN3LFYY7P6NSIOUKHI/］
12） 前掲11）。
13） 新界は1898年に展拓香港界址専条により99年間の期限でイギリスに租借された地域の
ことである。新界は香港総面積の90％を占めるが、人口は半分程度を占めるに過ぎない。
香港には、新界のほか、1842年の南京条約でイギリスに割譲された香港島地区、1860年
に北京条約で割譲された九龍地区がある。
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